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報道関係各位

プレハブ仮設住宅居住者では震災直後に「歯の痛み」が増加

〜東日本大震災の被災者健康調査の結果から〜

＜ポイント＞

Ø 東日本大震災被災者（2,776名、年齢：18歳以上）を対象として健康調査を実施し、2011年 6
月から 2015年 2月までのデータを用いて解析を行った。

Ø 居住住宅の種類を「震災前同様」、「プレハブ仮設」、「新築や賃貸など」の 3群に分けた場合、
プレハブ仮設住宅の居住者において、震災直後の時期に歯の痛みを訴える人が多いことが明ら

かとなった。

Ø 歯科検診の結果と照らし合わせ、歯の痛みが虫歯や歯ぐきの問題と関連するものか検討したが、

それによる影響は少なく、住居環境、特にそのストレスとの関連が予想された。

＜研究成果の概要＞

	 この研究は東北大学大学院医学系研究科（公衆衛生学分野：辻一郎教授ら）と被災自治体の共同

事業である被災者健康調査に、福祉大も研究協力を行い、その成果をまとめたものです。

宮城県沿岸部に居住する東日本大震災被災者（18 歳以上、2,776 名）の内、有効な回答が得られ
た 2,398名を対象として、居住住宅の種類（震災前と同様、プレハブ仮設住宅、新築/賃貸などの３
つに区分）と歯の痛みの発生の関連について検討しました。

歯の痛みは 5年間の調査を通じて、延べで 3.6%の人に認められました。プレハブ仮設住宅の居住
者で最も多く、4.5%（181名/3,951名、震災前と同様：2.3%‐61名/2,674名、新築/賃貸など：3.3%
－72 名/2,161 名）で、特に震災直後の第 1 回調査時（2011 年 6 月~9 月）に顕著（7.9%‐45/568
名）で、リスクが約 4倍高いことが示されました。また、参加者の中で歯科検診を受診した人（1,446
名）で同様の解析を行い、歯の問題（虫歯や歯肉の出血の有無、治療の必要性）を考慮した場合で

も、プレハブ仮設住宅居住者においては歯の痛みが多いことが認められました。

歯の痛みは一般的な歯の病気（虫歯や歯周病など）だけでなく、ストレスでも引き起こされるこ

とが知られています。本研究は、居住環境と関連したストレスで、「歯の痛み」が一過性に増加する

可能性について、初めて報告したものとなります。震災直後のストレスは様々な問題を増加させま

すが、震災後には歯の痛みも同様に増えることを認識して対応する必要があることを示しています。 
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＜研究の背景と経緯＞

自然災害後の被災高齢者への健康状態が、被災後の居住住宅の種類によって異なることが報告さ

れています。東日本大震災後には被災者は様々な住宅に転居し、プレハブ型仮設住宅の居住者では

精神的ストレスに伴う、睡眠障害などが多く認められることなどが示されています。以前、我々は

被災者において、精神的ストレスと相関の高い「歯の痛み」の訴えが増えていることを報告しまし

たが（Tsuchiya et al, Tohoku J Exp Med. 2015;237:83-90.）、これと被災後の居住住宅の種類との関連は
明らかとなっていませんでした。	

＜研究の内容＞

宮城県沿岸部（仙台市若林区、石巻市雄勝、牡鹿地区）に居住する東日本大震災被災者（18歳以
上、2,776名）の内、有効な回答が得られた 2,398名、加えて 2011年度に実施された歯科医師によ
る検診を受診した 1,446 名を対象として、居住住宅の種類（震災前と同様、プレハブ仮設住宅、新
築/賃貸などの大きく３つに区分）と、ここ数日間の歯の痛みの発生の関連について検討しました。 
年齢や性別、喫煙習慣、経済状況、不眠症とうつ傾向の有無といった因子で補正し、調査期間ご

とに区分して、解析を行いました。下の図に示すように、震災直後のプレハブ仮設居住者において

のみですが、「歯の痛み」との高い相関が認められました。

次に、歯科検診の結果から得られた歯の問題（虫歯や歯肉からの出血、治療の必要性の有無）を

考慮した検討を行いましたが、プレハブ仮設住宅と歯の痛みの関連性については依然高い関係が認

められ、歯の問題との関連性が低いことが示されました。

＜まとめ＞

歯の痛みは一般的な歯の病気（虫歯や歯周病など）を原因とするものの他に、身体的/精神的スト
レスでも引き起こされる「非歯原性疼痛」というものが知られています。本研究は、恐らく居住環

境と、その適応に関連したストレスによって、「歯の痛み」が一過性に増加した可能性が考えられま

す。震災直後のストレスは不眠症を含めて、様々な問題を増加させます。震災後には歯の痛みも同

様に増えることを認識し、それらが精神的ストレスや不眠症などと悪循環を形成している可能性を

考え、対応する必要があることを示しています。
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